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2011 年は雪で知られる長岡市は例年に比べて積雪が多かった。市の中心部でも雪の多い

日には道路の両端に除雪された雪がうず高く積まれ、本来 2 車線なのだが、車がすれ違う

ことができないほど道幅が狭くなることもあった。冬の配達は雪との戦いである。車が運

転しにくいだけではない、顧客の玄関先まで牛乳を持って行く途中の歩道にも雪が積もり

滑りやすく、足がとられることもある。 10 

 それだけではない、集合住宅の場合は、階段をのぼり玄関先まで届ける。駆け足での 

ぼり、宅配ボックスへ牛乳を入れ終わると、すぐに駆け下り次の配達先へむかう。会社 

の事務所に届けることもある。とにかく、一刻もはやく商品を顧客に届けるために効率 

よく作業を進める。しかも、多くの場合は、顧客が家にいることはない。 

 たとえば、牛乳をもったかご、パンフレット、タオルをもって配達車から出ると、ま 

ず、玄関先で「こんにちは」と声をかけるが、ほとんどの家庭は留守である。在宅の場 

合は、ひとしきり話をしてから作業にかかる。まず、商品の入ったかごを脇によせ、宅 

配ボックスの清掃を始める。中と外を拭き、次に品質を保持するために新しい保冷剤に 

換え、商品を入れる。次に、パンフレットを保冷ボックスの外のポケットに入れる。一 

連の作業が終わると「ありがとうございました」と一礼する。 20 

 ミルズは玄関先の保冷ボックスが自社の売り場だと考えている。顧客との大事な接点で

あるという。そのため、顧客が在宅していなくても、あいさつをはじめひとつひとつの作

業を心をこめて行うように指導している。 

  

 届け先は一般の家庭だけではない。会社の事務所、市役所、学校にも届ける。職場で個

人が宅配の牛乳を頼むことも少なくない。職場の近くにはコンビニエンスストアもスーパ

ーもあるにもかかわらず、宅配を利用しているのである。職場で誰かが宅配を頼むと、他

の同僚も一緒に頼むこともある。また、季節商品としてクリスマスケーキのパンフレット

をもっていくと、普段は牛乳を購入していない同僚が頼むということもある。 

 定期的に職場に配達担当者が訪ねることによって、顔なじみになり商品の販売につなが30 

っている。そのため、以前季節商品を購入してくれたことがある人が勤める職場へ商品の

パンフレットだけを届けることもある。 

 

 配達地域は市街地だけではない。郊外にもたくさんの顧客が配達を心待ちにしている。 
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